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ピクテ・ジャパン株式会社 
 

東京都千代田区丸の内2-6-1 
お問い合わせ窓口 
投資信託営業部 

電話番号 03-3212-1805 
受付時間：委託者の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページ：www.pictet.co.jp 

  

iTrust世界株式 
愛称：世界代表 

〜勝ち組企業厳選〜 
 
 

運用報告書(全体版) 
 

第８期 
 

決算日：2024年４月10日 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、「iTrust世界株式」は、2024年４月10

日に第８期の決算を行いましたので、期中

の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますよう

お願い申し上げます。 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです。  
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 
2016年２月19日（当初設定日）から無期限
です。 

運 用 方 針 
信託財産の成長を図ることを目的として
積極的な運用を行うことを基本とします。 

主要投資対象 

当ファンド 
ピクテ・メジャー・プレイ
ヤーズ・マザーファンド受益
証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

高い競争優位性をもつグ
ローバル優良企業の株式 

運 用 方 法 

①マザーファンド受益証券への投資を通
じて、主として高い競争優位性をもつグ
ローバル優良企業の株式に投資します。 

②実質組入外貨建資産については、原則と
して為替ヘッジを行いません。ただし、
為替ヘッジが必要と判断した場合は為
替ヘッジを行うことがあります。 

主な投資制限 

当ファンド 

①株式への実質投資割合に
は制限を設けません。ただ
し、未上場株式および未登
録株式への実質投資割合
は、信託財産の純資産総額
の10％以内とします。 

②同一銘柄の株式への実質
投資割合は、信託財産の純
資産総額の10％以内とし
ます。 

③外貨建資産への実質投資割
合には制限を設けません。 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

①株式への投資割合には制
限を設けません。ただし、
未上場株式および未登録
株式への投資割合は、信託
財産の純資産総額の10％
以内とします。 

②同一銘柄の株式への投資
割合は、信託財産の純資産
総額の10％以内とします。 

③外貨建資産への投資割合
には制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づ
き分配を行います。 
①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越
分を含めた利子・配当等収益と売買益（評
価益を含みます。）等の全額とします。 

②収益分配金額は、基準価額の水準および
市況動向等を勘案して委託者が決定し
ます。ただし、必ず分配を行うものでは
ありません。 

③留保益の運用については、特に制限を設
けず、委託者の判断に基づき、元本部分
と同一の運用を行います。 

 



品 名：90042_140062_008_04_iTrust 世界株式_1010467.docx 

日 時：2024/5/21 17:06:00 

ページ：1 
 

－ 1 － 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

４期(2020年４月10日) 13,001 0 △ 8.2 13,314 △ 8.5 97.5 1,721 

５期(2021年４月12日) 19,021 0 46.3 20,166 51.5 98.0 3,371 

６期(2022年４月11日) 21,297 0 12.0 24,038 19.2 98.0 4,911 

７期(2023年４月10日) 21,477 0 0.8 24,097 0.2 97.4 6,062 

８期(2024年４月10日) 28,850 0 34.3 34,263 42.2 97.7 9,571 
 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」は、実質比率を記載しています。 

（注） 参考指数は、MSCIワールド指数（ネット配当込み）を委託者が円換算し、設定日（2016年２月19日）を10,000として指数化したものです。

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2023年４月10日 21,477 － 24,097 － 97.4 

４月末 21,994 2.4 24,617 2.2 97.8 

５月末 22,591 5.2 25,809 7.1 98.0 

６月末 24,204 12.7 27,831 15.5 98.0 

７月末 24,284 13.1 28,222 17.1 97.8 

８月末 24,537 14.2 28,677 19.0 97.5 

９月末 23,828 10.9 28,054 16.4 97.8 

10月末 23,116 7.6 27,093 12.4 97.1 

11月末 24,883 15.9 29,169 21.0 98.6 

12月末 25,206 17.4 29,693 23.2 97.9 

2024年１月末 26,858 25.1 31,480 30.6 97.1 

２月末 28,116 30.9 33,034 37.1 97.8 

３月末 28,976 34.9 34,408 42.8 97.2 

(期  末)      

2024年４月10日 28,850 34.3 34,263 42.2 97.7 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」は、実質比率を記載しています。 

（注） 参考指数は、MSCIワールド指数（ネット配当込み）を委託者が円換算し、設定日（2016年２月19日）を10,000として指数化したものです。

 

MSCIワールド指数は、MSCI Inc.が開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。ま

たMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 
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○当期中の運用状況と今後の運用方針 (2023年４月11日～2024年４月10日) 

 

当期の基準価額は、34.3％の上昇となりました。 

 

  

  
（注）参考指数は、期首（2023年４月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注）参考指数は、MSCIワールド指数（ネット配当込み）を委託者が円換算したものです。 

 

◇主な変動要因 

上昇↑・実質的に組入れている株式の価格が上昇したこと 

上昇↑・円に対して米ドルなどが上昇したこと 

上昇↑・実質的に組入れている株式からの配当収入 

  

基準価額等の推移 
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・世界の株式市場は、期首から2023年５月にかけては、米国の銀行の破綻に端を発した金融不安が落ち着いた

ことや欧米の長期金利低下などが好感された一方、欧米でのインフレ圧力や米連邦準備制度理事会（FRB）

や欧州中央銀行（ECB）の利上げ継続姿勢への警戒感などからもみ合う動きとなりました。その後は、米国

やユーロ圏などでのインフレ率の鈍化や中国経済回復への期待、米国債務上限問題の解決などを受けて７

月下旬にかけて上昇しました。８月以降は、ユーロ圏や中国の景気の先行き不透明感や、米国国債増発およ

び堅調な米景気を受けて高い金利水準が長期化することへの懸念などから、10月下旬にかけて下落傾向で

推移しました。その後は、米国や欧州でのインフレの沈静化に進展がみられたことや、主要中央銀行による

利上げ停止および利下げ観測が高まったこと、堅調な米景気指標などを背景に米国経済のソフトランディ

ング期待が高まったことなどを材料に2024年３月中旬にかけて上昇しました。その後は期末にかけて、堅調

な米景気指標などを背景にFRBによる早期利下げ観測が後退したことや、中東情勢の悪化など地政学リスク

への警戒感が高まったことなどから、世界の株式市場は小幅に下落しました。 

・為替市場は、期首から2023年６月にかけては、日本銀行の総裁に就任した植田氏が現状の金融政策維持の方

針を示した一方、欧米の中央銀行は金融引き締め姿勢を維持するとの見方が強まったことなどから、円安・

米ドル高となりました。７月前半は、日本銀行が長短金利操作（イールドカーブコントロール）政策の運用

を柔軟化するとの観測報道などを受けて円高・米ドル安が進行しました。10月にかけては、米大手格付け会

社による米国国債の格下げや増発、根強いインフレ圧力を受けてFRBによる高金利政策が長期化するとの観

測などにより米長期金利が上昇したことから、円安・米ドル高となりました。11月下旬以降は、米国のイン

フレ圧力鈍化や米労働市場の需給緩和の兆しなどを背景に、FRBの早期利下げ期待が高まったほか、日本銀

行の金融緩和政策の修正観測などを受けて、2023年の年末にかけて円高・米ドル安となりました。2024年の

年初から２月にかけては、堅調な米景気指標や、FRB高官による市場の利下げ織り込みへのけん制ともとれ

る発言を受けて、早期利下げ観測が後退したことなどから、円安・米ドル高となりました。３月上旬には、

日本銀行が３月金融政策決定会合でマイナス金利政策を解除する可能性が意識され円高・米ドル安が進行

しました。その後期末にかけては、日本銀行はマイナス金利政策を解除しましたが緩和的な金融政策を維持

する方針を示した一方、米国ではインフレ指標の高止まりなどを背景にFRBによる早期利下げ観測が後退し

たことなどから、円安・米ドル高となりました。 

  

投資環境 
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当ファンドが主要投資対象とするピクテ・メジャー・プレイヤーズ・マザーファンド受益証券への投資比率

を高位に維持してまいりました。実質組入外貨建資産については、為替ヘッジは行いませんでした。 

 

＜マザーファンドの組入状況＞ 

主として高い競争優位性をもつグローバル優良企業の株式に投資してまいりました。 

 

◇組入上位10ヵ国・地域    

【期首】  【期末】  

国・地域名 組入比率 

 

国・地域名 組入比率 

米国 62.5％ 米国 64.1％ 

ドイツ 7.9％ ドイツ 7.0％ 

スイス 7.4％ 英国 5.5％ 

フランス 6.7％ フランス 5.4％ 

英国 4.3％ スイス 4.7％ 

台湾 2.1％ 台湾 2.8％ 

オランダ 1.9％ オランダ 2.2％ 

デンマーク 1.8％ デンマーク 1.8％ 

中国 1.6％ 韓国 1.7％ 

日本 1.6％ 日本 1.6％ 

 

◇業種別組入比率    

【期首】  【期末】  
業種名 組入比率 

 

業種名 組入比率 

情報技術 21.1％ 情報技術 21.6％ 

ヘルスケア 14.4％ 一般消費財・サービス 15.1％ 

一般消費財・サービス 13.0％ 資本財・サービス 14.6％ 

金融 12.8％ 金融 13.7％ 

資本財・サービス 12.5％ ヘルスケア 11.5％ 

生活必需品 8.1％ コミュニケーション・サービス 7.9％ 

コミュニケーション・サービス 7.9％ エネルギー 4.2％ 

素材 3.8％ 素材 3.9％ 

エネルギー 2.2％ 生活必需品 3.8％ 

公益事業 2.1％ 公益事業 1.9％  
（注） 組入比率はマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。業種名はＧＩＣＳ（世界産業分類基準）のセクターに基づき表示

しています。 

 

  

組入状況 
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◇組入上位10銘柄      

【期首】  【期末】    

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

 

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

マイクロソフト 米国 ソフトウェア 2.5％ 
アマゾン・ドット・ 

コム 
米国 大規模小売り 3.1％ 

アルファベット 米国 
インタラクティブ・ 

メディアおよびサービス 
2.4％ 台湾セミコンダクター（ADR） 台湾 

半導体・ 

半導体製造装置 
2.8％ 

GSK 英国 医薬品 2.3％ アルファベット 米国 
インタラクティブ・ 

メディアおよびサービス 
2.7％ 

アマゾン・ドット・ 

コム 
米国 

インターネット 

販売・通信販売 
2.3％ マイクロソフト 米国 ソフトウェア 2.6％ 

ウォルマート 米国 
食品・ 

生活必需品小売り 
2.2％ 

ウーバー・ 

テクノロジーズ 
米国 陸上運輸 2.3％ 

コノコフィリップス 米国 
石油・ガス・ 

消耗燃料 
2.2％ セールスフォース 米国 ソフトウェア 2.3％ 

アップル 米国 
コンピュータ・ 

周辺機器 
2.2％ シノプシス 米国 ソフトウェア 2.2％ 

ゾエティス 米国 医薬品 2.1％ ASMLホールディング オランダ 
半導体・ 

半導体製造装置 
2.2％ 

コルゲート・ 

パルモリーブ 
米国 家庭用品 2.1％ コノコフィリップス 米国 

石油・ガス・ 

消耗燃料 
2.2％ 

メルク 米国 医薬品 2.1％ クアルコム 米国 
半導体・ 

半導体製造装置 
2.1％ 

 
（注） 組入比率はマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。業種名はＧＩＣＳ（世界産業分類基準）の産業に基づき表示して

います。 

 

当期末の組入上位銘柄は、 

- アマゾン・ドット・コム ：米国のオンライン小売大手。クラウド・サービスやデジタル・ストリーミング・

サービス、電子書籍なども展開する。 

- 台湾セミコンダクター ：台湾の半導体ファウンドリー。ウェーハ製造、プローブテスト、組み立て、ファ

イナルテストのほか、マスクの製造・設計なども行う。 

- アルファベット ：グーグルを傘下にもつ持株会社。ウェブベースの検索、広告、地図などを子会社

を通じて提供。人工知能（AI）や自動運転の研究・開発においても世界をリード。

- マイクロソフト ：パソコン用OSシステムにおいて高いマーケットシェアを誇るソフトウェア

メーカー。クラウド・サービスやゲームなども手がける。 

- ウーバー・テクノロジーズ：ライドシェア（相乗り）やフードデリバリーなどのサービスを提供するプラッ

トフォームを運営するテクノロジー企業。 

などとなりました。 
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当期の収益分配は、基準価額の水準および市況動向等を勘案し、見送りといたしました。分配金の計算過程

につきましては、11ページをご覧ください。 

なお、収益分配にあてなかった留保益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本

部分と同一の運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第８期 

2023年４月11日～ 
2024年４月10日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 18,850  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」および「当期の収益以外」は小数点以下を切捨てて表示しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

 

○今後の運用方針 

ピクテ・メジャー・プレイヤーズ・マザーファンド受益証券への投資を通じて、主として高い競争優位性を

もつグローバル優良企業の株式に投資してまいります。 

実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行わない方針です。 

 

＜マザーファンド＞ 

当ファンドでは、予見可能性が高く持続的に成長が期待できる銘柄が、市場に対するプレミアムを維持でき

るとみており、こうした銘柄に注目し選別した上で投資機会を探っていく方針です。引き続き、当ファンドが

投資を行うグローバル優良企業は「資金力」、「開発力」、「価格競争力」、「ブランド力」、「マーケティング力」

の点で高い競争優位性を持つと考えられ、中長期的にみれば他の企業群を上回る利益成長が期待できると考

えます。このようなグローバル優良企業の選定にあたっては、徹底的な企業調査とバリュエーション分析など

を重視したボトムアップ・アプローチによる運用を引き続き行う方針です。 

 

  

収益分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年４月11日～2024年４月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 227  0.913  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (137)  (0.550)  ・ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、各種情報提供等、 
 基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 82)  (0.330)  ・購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド 
 の管理および事務手続等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  8)  (0.033)  ・ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.016   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
・売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  4)  (0.016)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 6   0.025   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
・有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  6)  (0.025)   

（d） そ の 他 費 用 10   0.042   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  7)  (0.028)  ・保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および 
 資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  2)  (0.006)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  2)  (0.008)  ・その他は、運用報告書等法定の開示書類の作成等に要する費用その他信託事 
 務の処理等に要する費用 

 合 計 247   0.996    

期中の平均基準価額は、24,882円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は0.95％です。 
 

  
（注） 上記の費用は、「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 

 

 
  



品 名：90042_140062_008_04_iTrust 世界株式_1010467.docx 

日 時：2024/5/21 17:06:00 

ページ：9 
 

－ 9 － 

○売買及び取引の状況 (2023年４月11日～2024年４月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ピクテ・メジャー・プレイヤーズ・マザーファンド 457,392 1,510,670 113,447 380,960 

 
（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○株式売買比率 (2023年４月11日～2024年４月10日) 

 

項 目 
当 期 

ピクテ・メジャー・プレイヤーズ・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 16,689,547千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 25,075,026千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.66   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年４月11日～2024年４月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2023年４月11日～2024年４月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2023年４月11日～2024年４月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2024年４月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ピクテ・メジャー・プレイヤーズ・マザーファンド 2,109,565 2,453,510 9,523,792 
 
（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○投資信託財産の構成 (2024年４月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ピクテ・メジャー・プレイヤーズ・マザーファンド 9,523,792 98.9 

コール・ローン等、その他 103,510 1.1 

投資信託財産総額 9,627,302 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 

（注） ピクテ・メジャー・プレイヤーズ・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（29,439,789千円）の投資信託財産総額

（30,093,458千円）に対する比率は97.8％です。 

（注） ピクテ・メジャー・プレイヤーズ・マザーファンドにおける外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により

邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算レートは、1米ドル=151.82円、1英ポンド=192.46円、1ユーロ=164.85円、1スイ

スフラン=168.05円、1スウェーデンクローネ=14.39円、1デンマーククローネ=22.10円、1香港ドル=19.38円、1シンガポールドル=112.89

円、100韓国ウォン=11.24円です。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年４月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 9,627,302,645   

 コール・ローン等 101,419,898   

 ピクテ・メジャー・プレイヤーズ・マザーファンド(評価額) 9,523,792,720   

 未収入金 2,090,000   

 未収利息 27   

(B) 負債 55,947,620   

 未払解約金 17,058,460   

 未払信託報酬 38,404,094   

 その他未払費用 485,066   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 9,571,355,025   

 元本 3,317,610,339   

 次期繰越損益金 6,253,744,686   

(D) 受益権総口数 3,317,610,339口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 28,850円 
 
＜注記事項（当運用報告書作成時点では、監査未了です。）＞ 

（貸借対照表関係） 

（注） 期首元本額 2,822,772,141円

 期中追加設定元本額 1,004,957,965円

 期中一部解約元本額 510,119,767円

（注） １口当たり純資産額 2.8850円
 

○損益の状況 (2023年４月11日～2024年４月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       29,550   

 受取利息 242   

 支払利息 △       29,792   

(B) 有価証券売買損益 2,201,105,060   

 売買益 2,362,441,850   

 売買損 △  161,336,790   

(C) 信託報酬等 △   72,111,217   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,128,964,293   

(E) 前期繰越損益金 896,774,080   

(F) 追加信託差損益金 3,228,006,313   

 (配当等相当額) (  1,908,083,939)  

 (売買損益相当額) (  1,319,922,374)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 6,253,744,686   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 6,253,744,686   

 追加信託差損益金 3,228,006,313   

 (配当等相当額) (  1,909,951,646)  

 (売買損益相当額) (  1,318,054,667)  

 分配準備積立金 3,025,738,373   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（98,871,341円）、

費用控除後の有価証券等損益額（2,030,092,952円）、信託約款

に規定する収益調整金（3,228,006,313円）および分配準備積立

金（896,774,080円）より分配対象収益は6,253,744,686円

（10,000口当たり18,850円）ですが、当期に分配した金額はあり

ません。 

（注） 主要投資対象である親投資信託受益証券において、信託財産の

運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託するために要す

る費用 

 当該費用は、ファンドに係る信託報酬のうち委託者が受ける報

酬から支弁しております。 

 

○お知らせ 

 デリバティブ取引はヘッジ目的にのみ行われていることを明確化するためおよび信託報酬率を税抜き年率

0.89％から0.83％に引下げるため、所要の約款変更を行いました。 
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